
◆現在約12億人超の人口を抱える

インドですが、これから「人口ボーナス期」を

迎えると期待されています。

「⼈⼝ボーナス期」とは、⼦供や⽼⼈に⽐べ

て働く世代の割合が増えていくことによって、

経済成⻑が後押しされることをいいます。

インドの労働⼒⼈⼝は、2020年までに

世界の労働⼒⼈⼝の約28％を占めると

予想され、世界に与える影響⼒の⾼さが

うかがえます。
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・モディ⾸相による⾰新的な構造改⾰はインドに構造的な成⻑機会をもたらすと
ともに、インドをより魅⼒的な投資先に発展させるでしょう。

・我々は、幅広い投資銘柄群(ユニバース)をカバーする経験豊富なリサーチチーム
を活⽤し、ボトムアップアプローチによる銘柄発掘に注⼒し続ける⽅針です。

図３．1⼈当たり国⺠総所得

（購買⼒平価換算）

図１．労働⼒⼈⼝の割合（予想）

（15歳〜64歳）

図４．購買⼒平価ＧＤＰ

（2015年）

図２．人口統計

（年齢別:2015年）

◆インドの中間層は2025年までに

人口の41％まで増加するとみられており、

人口全体に占める中間層の厚さは世界

でも有数の国となる⾒込みです。

国ごとに異なる財とサービスのコストを調整

した、実質的にモノを買う⼒を⽰す

「購買⼒平価」でGDPを表してみると、

既にインドは中国、アメリカに次ぐ3位に

位置しています（図４）。
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◆新興国経済の停滞が懸念されるなか、インドは政府による積極的なインフラ開発投資を⾏い、海外から直接投資による

⾼⽔準の資本が流⼊しています。投資家の注目を集めるその要因をご紹介いたします。

ロヒット・シンピ氏（米国証券アナリスト）

（ファンド・マネジャー兼ポートフォリオ・マネジメント・サービス部⻑）

SBI ファンズ・マネジメント・プライベート・リミテッド

■現地運用会社SBIファンズ、運用マネージャーよりコメント

［出所］SBI Fund Management

［出所］SBI Fund Management

［出所］IMFの提供データより
SBIアセットマネジメントが作成。

［出所］国際連合「World Population Prospects
2015」よりＳＢＩアセットマネジメント作成。
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人口ボーナスの恩恵
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普及率の⼤幅な拡⼤余地

◆インド国内に目を向けてみると、

通信、電⼒、⾃動⾞など多くの分野

で普及が進んでいないことがわかりま

す。今後、中間層の拡⼤が購買⼒の

上昇を促し、更なる経済成⻑に

拍⾞を掛ける期待があります。
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インドへの直接投資の拡大

◆海外からインドへの直接投資額（外国直接投資）

は、2015年に630億ドルとなり、中国の566億ドルを

追い抜きました。中国経済が減速しているなか、有望な

成⻑市場としてインドの存在感が⾼まっています。

◆電⼦機器、太陽エネルギー、⾃動⾞、鉄道などの

分野への外国直接投資は、技術的なノウハウをインド

へもたらし、⽣産性や今後の経済成⻑を押し上げる

期待があります。

［出所］SBI Fund Management
※図5.6は2014年時点、図7.8は2013年時点
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図５．インターネット普及率 図６．⾃動⾞普及率

図７．電⼒消費量 図８．エネルギー消費量
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図9．アジア太平洋地域への

外国直接投資⽐率（2015年）

◆米ウォールストリートジャーナルによる

と、インドのインターネット利⽤者の数は

まもなく4億人を突破し、中国に次ぐ

世界で2番目のネット人口大国になる

⾒込みであると報道されています。



ＳＢＩファンズ・マネジメント社のご紹介
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※State Bank of India（インドステイト銀⾏）グループの運⽤会社であり、弊社（SBIアセットマネジメント）が属するSBIグループの運用会社ではありません。

① インド最⼤の国営商業銀⾏『インドステイト銀⾏』と欧州の大手運用会社『アムンディ』の合弁会社

② インド国内の大手運用会社

○運用資産残高は194億4000万ドル（2兆3425億円＠120円50銭）※2015年12月末時点

○従業員数は500名超（うち、ファンド・マネジャー、アナリスト等の投資プロフェッショナルは34名）

③ 充実した調査・分析・運用体制

○親会社「インドステイト銀⾏」 のリサーチ・プラットフォームも活用するインド国内有数のリサーチ・チーム

○約2,000社のユニバースから300社前後を抽出、アクティブにカバレッジ
（BSE500の90％程度をカバー）

○毎年約1,000社の企業訪問、個別企業の説明会、電話会議、セミナー等に参加
○当ファンドの運用体制

① インド最⼤の国営商業銀⾏『インドステイト銀⾏』と欧州の大手運用会社『アムンディ』の合弁会社

② インド国内の大手運用会社

○運用資産残高は194億4000万ドル（2兆3425億円＠120円50銭）※2015年12月末時点

○従業員数は500名超（うち、ファンド・マネジャー、アナリスト等の投資プロフェッショナルは34名）

③ 充実した調査・分析・運用体制

○親会社「インドステイト銀⾏」 のリサーチ・プラットフォームも活用するインド国内有数のリサーチ・チーム

○約2,000社のユニバースから300社前後を抽出、アクティブにカバレッジ
（BSE500の90％程度をカバー）

○毎年約1,000社の企業訪問、個別企業の説明会、電話会議、セミナー等に参加
○当ファンドの運用体制

ポートフォリオ・マネジャー ： ロヒット・シンピ氏（ Mr. Rohit Shimpi ）

ファンド・マネージャー ： アパーナ・シャンカー氏（ Ms. Aparna Shankar ）
ディーラー ： スチータ・シャー氏（ Ms. Suchita Shah ）

絶好の投資機会：飛躍するインド

インド株式への投資 SBIインド＆ベトナム株式ファンド

◆SBIインド＆ベトナム株式ファンドは、成⻑期待の⼤きいインドとベトナムの2カ国の株式への投資を⾏っています。

アジアの中でも成⻑期待の高い2カ国の成⻑⼒を享受できる可能性があります。
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図10．インド＆ベトナム株ファンドの基準価額等の推移

※基準日は2016年5月31日時点
※基準価額、累積投資基準価額は信託報酬控除後のものです。
※累積投資基準価額は税引前分配⾦を再投資したものとして算出しています。

（円） （百万円）
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※基準価額の変動要因は上記に限定されるものではありません。
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SBIインド＆ベトナム株ファンド 関連レポート情報提供資料

本資料のお取扱いについてのご注意

・本資料は、SBIアセットマネジメント株式会社が信頼できると判断したデータに基づき作成されておりますが、その正確性、

完全性について保証するものではありません。また、将来予告なく変更されることがあります。

・本資料中のグラフ、数値等は過去のものであり、将来の傾向、数値等を予測するものではありません。

・投資信託は値動きのある証券に投資しますので、基準価額は変動します。したがって、元本保証はありません。

・投資信託の運用による損益はすべて受益者の皆様に帰属します。

・お申込みの際には必ず投資信託説明書（交付目論⾒書）の内容をご確認の上、お客様⾃⾝でご判断ください。
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委託会社 SBIアセットマネジメント株式会社（信託財産の運用指図及び運⽤報告書の作成等を⾏います。）

⾦融商品取引業者 関東財務局⻑（⾦商）第311号

加入協会／一般社団法人投資信託協会、一般社団法人日本投資顧問業協会

＜委託会社、その他関係法人＞

受託会社 三井住友信託銀⾏株式会社（ファンド財産の保管・管理等を⾏います。）

絶好の投資機会：飛躍するインド

税⾦は以下の表に記載の時期に適⽤されます。

以下の表は、個人投資者の源泉徴収時の税率であり、課税⽅法などにより異なる場合

があります。

時期 項目 税⾦

分配時 所得税※及び地方税

配当所得として課税

普通分配⾦に対して20.315％

換⾦（解約）

時及び償還時
所得税※及び地方税

譲渡所得として課税

換⾦（解約）時及び償還時の差益（譲渡益）

に対して20.315％

※復興特別所得税を含みます。

・ 上記は平成27年11⽉末現在のものです。税法が改正された場合等には、税率等が変更される

場合があります。

・ 少額投資非課税制度「愛称：ＮＩＳＡ（ニーサ）」をご利⽤の場合

ＮＩＳＡをご利⽤の場合、毎年、⼀定額の範囲で新たに購⼊した公募株式投資信託などから

生じる配当所得及び譲渡所得が5年間非課税となります。ご利⽤になれるのは、販売会社で

非課税口座を開設するなど、一定の条件に該当する方が対象となります。詳しくは、販売会社に

お問い合わせください。

・ 法⼈の場合は上記とは異なります。

・ 税⾦の取扱いの詳細については、税務専門家にご確認されることをお勧めします。

税⾦


